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特定のトピックについて、政府の立場からより詳しい説明を加えています。

現場の隊員や部外の関係者などによる、個人の立場からの考えや感想などを掲載しています。

解説

VOICE

防衛研究所の研究者による、個人の立場からよりアカデミックな観点での分析を述べています。研究者個人が公刊資料に
依拠して独自の立場から記述したものであり、日本政府あるいは防衛省の公式見解を示すものではありません。
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R06nenpyo.pdf
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